
早野（麻生区）
提供：(一社)川崎市観光協会

（１）観光推進体制の強化や観光諸課題への対応

（２）本プランの進捗管理と継続的な見直し

6. 観光推進体制と評価〔フェーズ１〕
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６ 観光推進体制と評価〔フェーズ１〕

（１）観光推進体制の強化や観光諸課題への対応
✓ 「住む人・訪れる人が共に楽しい“川崎らしい観光”を目指して」というビジョンの実現に向けて、本プランを実行していく

には、市民・事業者、観光協会、本市が一体となって観光推進体制を確立し、各取組を着実に推進していくことが不可欠で
す。また、推進委員会や検討部会では、実行性や柔軟性を備えた観光地域づくり法人のような体制が求められるといった意
見も出されました。

✓ そのため、フェーズ１では、観光協会の求められる役割を整理し、機能強化を計画的に進めるとともに、拡大する観光需要
に的確に対応可能な受入れ体制の整備・充実を図るため、観光振興に資する持続的かつ多様な財源の確保に向けた検討を進
めます。

I.市民･事業者･観光協会等と
   本市の連携強化及び観光協会

の機能強化

✓ 観光協会や川崎産業観光振興協議会など既存の団体と共に、市内各地の川崎観光の設計
者・プレーヤーとの対話を重ねながら、顔の見える関係を構築していきます。

✓ 市観光協会は、本市の観光施策における主要なパートナーとして、市内10地区の観光協会
を統括し、地域に根差した活動を展開しています。

✓ 観光協会は、市民や事業者にとってより身近で信頼される存在となり、観光まちづくりの
推進主体としての役割が一層重要となります。

✓ 本プランの取組を効果的に推進するためには、市民・事業者・観光協会等との協働のもと、
マーケティング、企画、実行、分析、地域との関係構築、観光コンテンツの開発、情報発
信などを、科学的なアプローチを活用して一体的に観光施策を推進する「観光地域づくり
の司令塔」としての機能を整備していくことが重要となります。

II.専門人材の確保・育成
✓ 観光分野で重要性が高まるデータ分析、デジタルマーケティング、広報戦略といった専門

性の高い分野について、観光協会での外部専門家の確保や内部人材の育成など、積極的に
行い、データに基づく観光施策を推進し、観光施策の質と速度を向上させます。

III. データの収集・分析・活用

✓ 観光施策を効果的に進めていくためには、様々なデータの収集・分析・活用が不可欠です。
✓ これまで取り組んできた訪日外国人観光客動態分析に加えて、オープンデータの利用やア

ンケート調査の実施など様々なデータを収集・分析・活用し、効果的に観光施策を推進す
るとともに、施策効果を検証していきます。

第３次かわさき観光振興プラン
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IV.受入環境の充実 ✓ 大型バス駐停車場やお土産店の不足など物理的な課題に対し、関係部署等との連携を強化
するほか、民間企業等と調整し、来訪者の受入環境の充実に向けて取り組んでいきます。

V.多様な観光振興財源の確保に向
けた検討

✓ 本プランの取組を着実に推進し、観光協会の機能強化を計画的かつ安定的に進めるととも
に、拡大する観光需要に的確に対応するため、国費の積極的な活用、ふるさと納税などの
寄附金、宿泊税などの法定外目的税、手数料、民間連携による資金調達等も含めて、幅広
く観光振興に資する財源の可能性を検討し、その確保に努めていきます。

６ 観光推進体制と評価〔フェーズ１〕

VI.ふるさと納税との連携
✓ これまでも工場夜景ツアーなどをふるさと納税返礼品として登録しており、引き続き川崎

ならではの体験型コンテンツや地域資源を活かした返礼品の充実を図ることで、観光施策
とふるさと納税の相乗効果による地域活性化を推進していきます。

川崎工場夜景屋形船クルーズ 東京レストランバス川崎工場夜景コース
提供︓WILLEREXPRESS株式会社

川崎工場夜景クッキー「ヒカリノイズミ」

ふるさと納税に登録されている川崎工場夜景関連商品の一部
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（２）本プランの進捗管理と継続的な見直し

✓ 本プランでは、社会情勢や観光ニーズの変化に柔軟かつ的確に対応しながら、「川崎らしい観光」の実現に向けた取組を着実に推進す
るため、PDCAサイクルに基づく進捗管理と継続的な見直しを行います。

◼ 評価指標（KPI）の設定と推進委員会を活用した進捗管理

✓ 令和８年度から令和11年度までのフェーズ１においては、本プラン全体の進捗を把握するため、成果指標（国内旅行者数、
訪日外国人旅行者数、年間宿泊者数、外国人宿泊者数、観光・商業関連事業者の付加価値、市民意識等）を活用し、施策の成
果を定期的に検証・評価を行います。

✓ 各取組に関連する評価指標（KPI）については、推進委員会での議論を踏まえながら、検討・設定していきます。
✓ 推進委員会では、成果指標の達成状況や各取組の成果を確認するとともに、市場環境の変化等を踏まえた戦略的な議論を行い

ます。
✓ その議論の結果を踏まえ、取組内容の見直しや以降のフェーズに向けた戦略の再構築、観光推進体制の強化策等について、迅

速かつ柔軟に対応してまいります。また、必要に応じて、部会を設置することで、より専門的かつ実務的な検討を行います。

６ 観光推進体制と評価〔フェーズ１〕
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-観光の動向- (1)～(20)

-本市の観光の状況- (21)～(34)

7. 資料集

市役所本庁舎スカイデッキ（川崎区）
提供：(一社)川崎市観光協会48



第３次かわさき観光振興プラン

7 資料集

出典︓新時代のインバウンド拡大アク
ションプラン（観光庁）

（１）「旅行」・「観光」の定義①
➢ 観光庁は「新時代のインバウンド拡大アクションプラン」（2023年５月）において、「外国人観光客を呼び込む」という観点から更

に視野を広げて、インバウンド需要をより大きく効果的に根付かせる方策を取りまとめた。例えば、教育・研究分野として、「研究人
材の交流促進」が掲げられるなど、従来の観光施策よりも幅広くインバウンドを捉えていることが読み取れる。

-観光の動向-
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第３次かわさき観光振興プラン

7 資料集

観光・レクリエーション
・周遊観光
・温泉
・自然鑑賞
・街歩き
・ショッピング
・イベント参加
・コンサート・映画・演劇鑑賞
・博物館
・美術館
・動物園
・植物園
・水族館
・テーマパーク
・海水浴
・アマチュアのスポーツ活動

（ゴルフ・テニス・スキー・ダイビング等）
・スポーツ観戦
・山登り

帰省・知人訪問等
・実家への帰省
・親類や友人宅への

訪問
・結婚式・葬式等へ

の参加
・治療や介護のため

の訪問（週１回
以上の定期的な
訪問は除く）等

出張・業務
・本社・支店・工場等の訪問
・取引先の訪問
・建設・土木等の監督
・視察・取材
・研修・セミナーへの参加
・会議・大会・学会・コンベ

ンションへの参加
・見本市・展示会への参加
・接待旅行
・講演や演奏会の開催・出演
・ツアー添乗
・プロのスポーツ活動
・有給の研究・教育・調査活

動
・その他業務目的のすべての

活動等

（２）「旅行」・「観光」の定義②
➢ 観光庁の「旅行・観光消費動向調査」では「旅行」の定義を「出かけた先における活動内容に関わらず、日常生活圏を離れたところに

出かけることをいう。」している。旅行目的としても「観光・レクリエーション」「帰省・知人訪問等」「出張・業務」の３つに分類
しており、幅広い要素が含まれていることがわかる。

➢ また、この「旅行」の定義について、観光産業の経済効果・雇用効果等を推計する「旅行・観光サテライト勘定」（観光庁）では、
「観光」として定義されており、「旅行」や「観光」は、語感以上に幅広い要素を含むことがわかる。

・トレッキング
・エコツアー
・釣り
・クルーズ
・キャンプ
・産業観光
・体験学習
・保養・リゾート
・ホームステイ
・新婚旅行
・修学旅行
・ボランティア活動
・インセンティブツアー

（報奨旅行）等

-観光の動向-
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第３次かわさき観光振興プラン

7 資料集

出典︓令和６年度観光の状況 令和７年度観光施策（観光庁）

訪日外国人旅行の
占める割合
2019年17.2%

↓
↓

2023年18.9%
↓

2024年23.6%

（３）日本国内における旅行消費額
➢ 国内に占める旅行消費額は、令和６（2024）年が最高額となっている。
➢ 国内旅行は全体の７割超を占めており、引き続き重要な領域である。
➢ また、全体に占める訪日外国人旅行の割合が徐々に高くなっており、本市としても取組を進めていくことが求められる。

-観光の動向-
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（４）国際観光収入ランキング(令和６(2023)年)

➢ 2023 年の各国・地域の国際観光収入は、米国が 1,891 億ドルで１位、スペインが 920 億ドルで２位、英国が 734 億ドルで３位、日
本が 386 億ドルで 10 位（アジアで１位）となっている。

出典︓令和６年度観光の状況 令和７年度観光施策（観光庁）

第３次かわさき観光振興プラン

7 資料集 -観光の動向-
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出典︓令和６年度観光の状況 令和７年度観光施策（観光庁）

（５）外国人旅行者受入数ランキング(令和６(2023)年)
➢ 世界観光機関（UN Tourism）によると、2023 年の外国人旅行者受入数は、日本は 2,510 万人で世界 15 位（アジアで２位）となっ

ている。
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7 資料集 -観光の動向-
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（６）訪日外国人旅行者数の推移
➢ 2019 年までは、ビザの戦略的緩和や外国人旅行者向け消費税免税制度の拡充などにより過去最高を更新して推移。2024年は堅調な訪

日需要や航空便の回復等により過去最高を記録している。

出典︓令和６年度観光の状況 令和７年度観光施策（観光庁）
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7 資料集 -観光の動向-

54



（７）訪日外国人旅行者数の内訳(令和６(2024年))

➢ アジアからの訪日客がおよそ８割を占めており、韓国が最も多い882万人となった。アジア以外では米国が最も多い272万人となった。

出典︓令和６年度観光の状況 令和７年度観光施策（観光庁）
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（８）国籍・地域別の訪日外国人旅行消費額と構成比
➢ コロナ前後の比較として、総消費額は約69%増となっている。
➢ 中国の構成比が低下した一方、韓国や米国等の構成比が上昇している。

出典︓令和６年度観光の状況 令和７年度観光施策（観光庁）
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出典︓ 地域経済分析システムRESASウェブサイト（経済センサス）

※最新データは2021年であるが新型コロナウイルスの緊急事態宣言等の期間であったことから、コロナ以前直近の2016年データを参照

（９）宿泊業・飲食サービス業等の労働生産性(平成28(2016)年)

➢ 観光において主な消費先となることが見込まれる「宿泊業・飲食サービス業」については、産業別で最も労働生産性が低くなっており、
生産性の向上が求められる。
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出典︓令和６年度観光の状況 令和７年度観光施策（観光庁）

（10）宿泊業の労働生産性推移

➢ 宿泊業は、全産業よりも新型コロナウイルス感染症の影響を強く受け、2020年度に大きく落ち込んだ。以降は回復傾向がみられたが、
宿泊業の労働生産性は全産業の水準を依然として下回っている。
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出典︓宿泊旅行統計調査報告（観光庁）

（11）都道府県別延べ宿泊者数(令和６(2024)年)
➢ 国内旅行・訪日旅行問わず、全ての宿泊者数としては東京都が最も多いことから、東京都に隣接している川崎市は地理的にもポテン

シャルがあることがわかる。神奈川県は７番目に多い。
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出典︓宿泊旅行統計調査報告（観光庁）

（12）都道府県別外国人延べ宿泊者数(令和６(2024)年)
➢ 外国人宿泊者数についても東京都が最も多く、川崎市の地理的優位性を活かすことが重要。
➢ 神奈川県は国内客も含めた順位と同様で７番目に多い。
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出典︓宿泊旅行統計調査報告（観光庁）

（13）県内・県外（除く外国人）・外国人延べ宿泊者数構成比(令和６(2024)年)
➢ 東京都は全国で最も外国人比率が高い。神奈川県は県内25%・県外58%・外国人17%の構成比。外国人比率は47都道府県で14番目に

高い。
➢ 外国人比率は、東京都51%、京都府50%、大阪府44%の順に高い
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出典︓令和６年度観光の状況 令和７年度観光施策（観光庁）

（14）日本人国内宿泊旅行延べ人数・国内日帰り旅行延べ人数の推移

➢ 宿泊旅行と日帰り旅行の人数割合は、それぞれおよそ５割前後で推移している。
➢ 合計では2017年が最も多く、2024年は2017年の８割ほどの人数となっている。
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出典︓令和６年度観光の状況 令和７年度観光施策（観光庁）

（15）日本人国内旅行消費額の推移

➢ 国内旅行の消費額は2024年が過去最高の25.1兆円となった。
➢ 人数で最も多かった2017年の消費額に対し、約19%増となっていることから、旅行単価が上昇していることがわかる。
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出典︓令和６年度観光の状況 令和７年度観光施策（観光庁）

（16）過去と比べて増えた又は今後増やしたい宿泊旅行（国内）

➢ 国内宿泊旅行について、世代間で嗜好が異なっており、10-20代については、「趣味のイベントへの参加」「現地の人との交流」「地
域や社会への貢献」が他の世代と比べて高い傾向にある。

➢ 世代による嗜好の差も意識しながら、観光施策に取り組んでいく必要がある。
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出典︓進化し領域を拡大する日本人の国内旅行（株式会社JTB総合研究所）

（17）国内旅行について感じること（訪日外国人旅行者の増加による影響・年代別）

➢ 訪日外国人旅行者の増加による影響のうち、「自分が住んでいる地域」については、ポジティブな意見よりネガティブな意見の方が多
い傾向にあり、誘客においては市民の理解が不可欠な状況にある。

第３次かわさき観光振興プラン

7 資料集 -観光の動向-

65



（18）欧米豪の訪日外国人の傾向

➢ 欧米豪の観光客は、消費額が大きく、長期滞在や体験重視の個人旅行が多い傾向にある。

１人当たり旅行支出 旅行手配方法における個人手配の割合
全国籍平均︓22万7千円
欧米豪︓30万6千〜38万円

全国籍平均︓84.2％
欧米豪平均︓88.5％

滞在日数における７日以上の割合

全国籍平均︓47.2％
欧米豪︓80.9％〜94.9％

日本滞在中の費目別支出における
「現地ツアー・観光ガイド」の購入率と単価

出典︓消費動向調査2024報告書 (日本政府観光局)

国籍･地域 購入率（％）購入者単価（円）

全国籍･地域 6.1 18,098
韓国 8.9 11,237
台湾 4.5 13,314
香港 4.4 12,797
中国 3.4 22,506
タイ 2.2 12,761
シンガポール 3.9 23,270
マレーシア 6.0 18,819
インドネシア 3.8 26,428
フィリピン 5.9 20,955
ベトナム 2.1 24,614
インド 5.6 25,023
英国 9.6 27,017
ドイツ 9.0 15,039
フランス 6.1 15,135
イタリア 6.7 27,522
スペイン 11.1 14,017
ロシア 1.4 10,380
米国 8.1 33,213
カナダ 7.9 21,648
オーストラリ
ア 9.6 39,402

その他 7.6 19,592

出典︓インバウンド 消費動向調査2024年【確報】
（日本政府観光局）
のうち 居住地（21区分）別費目別購入率
および購入者単価から本市が作成

全国籍平均︓6.1％、18,098円
欧米豪平均︓8.5％、24,124円

出典︓消費動向調査2024報告書
 (日本政府観光局)

出典︓消費動向調査2024報告書
 (日本政府観光局)

第３次かわさき観光振興プラン

7 資料集 -観光の動向-
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出典︓観光地マネジメントの推進に向けて（観光庁）

（19）国における観光地域づくりの考え方①

➢ 観光庁では、地方誘客に向けて、観光地域づくりの司令塔となる法人の登録制度（観光地域づくり法人/DMO）を設けており、全国で
353法人が登録されている。
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7 資料集 -観光の動向-

67



出典︓観光地マネジメントの推進に向けて（観光庁）

（20）国における観光地域づくりの考え方②

➢ 観光庁は、観光地域づくりの司令塔として果たすべき役割が増大していることから、観光地域づくり法人の登録制度の要件見直しを行
い、観光地経営戦略の策定をはじめ、観光推進体制の強化を一層求めている状況にある。

第３次かわさき観光振興プラン

7 資料集 -観光の動向-
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7 資料集 -本市の観光の状況-

（21）本市の宿泊者数およびうち外国人宿泊者数推移 (平成25年～令和６年)

➢ 宿泊者数と外国人宿泊者数は令和６年が最も多く、全体で約231万人泊、外国人宿泊者で約41万人泊となっており、「新・かわさき観
光振興プラン」の策定時と比べ、総宿泊者数は約30万人の増、外国人宿泊者数は約22万人の増となった。

第３次かわさき観光振興プラン

出典：国土交通省「宿泊旅行統計調査」をもとに本市が独自に集計

単位︓人泊

これまで本市が独自に宿泊施設から把握してきたものについて、本プランからは国の統計データを利用する。
そのため、「新・かわさき観光振興プラン」の指標における数値と異なる。

H25 H26 H27 H28 H29 H30 R1 R2 R3 R4 R5 R6

宿泊者数 1,697,816 2,026,778 2,006,031 2,009,660 2,055,843 2,145,000 2,282,066 1,536,874 1,405,099 1,817,084 2,312,485 2,305,682

うち外国人宿泊者数 102,025 135,560 190,727 199,465 214,152 241,155 265,337 61,156 12,027 48,476 257,424 410,186

0

500,000

1,000,000

1,500,000

2,000,000

2,500,000

本市の宿泊者数・うち外国人宿泊者数推移（暦年）

宿泊者数 うち外国人宿泊者数

69



7 資料集 -本市の観光の状況-

（22）観光案内所かわさききたテラス 国籍別訪日外国人来館人数(令和６年4月～令和７年３月)

➢ 本市観光案内所の来訪に占める割合は、アメリカが19.0%、中国が12.6%・オーストラリアが7.1%・韓国が5.8%・台湾が5.4%・イ
ギリスが3.8%と続く。

➢ 全国の訪日外国人旅行者の割合では、韓国が23.9%・中国が18.9%・台湾が16.4%・アメリカが7.4%・香港が7.3%となっており、
本市は英語圏の割合が高くなっていることがわかる。

第３次かわさき観光振興プラン

川崎市経済労働局調べ
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第３次かわさき観光振興プラン

7 資料集 -本市の観光の状況-

（23）市民が感じる川崎への来訪推奨度（令和６年度）

➢ 自身の居住地に関する「来訪推奨度」は、川崎市が23.0%、隣接都市（川崎市域に接する市・区）は33.8%、横浜市（隣接する区部を除く）
は40.3%。

➢ 周辺エリアと比べ、川崎市は高くない状況にあり、市民の共感や理解を得ながら、来訪を推奨したくなるような取り組みが必要となる。

出典︓令和６年度川崎市都市イメージ調査結果（川崎市）71



第３次かわさき観光振興プラン

7 資料集 -本市の観光の状況-

（24）市民が川崎市に持つ、現在と将来望むイメージ（令和６年度）

➢ 川崎市に将来望むイメージとして「活気がある」・「産業が盛ん」・「楽しい」・「外国人が多い」などは現在のイメージよりも高い
割合が求められている。それらは、観光施策の推進によって、将来望むイメージの実現に寄与していくことが考えられる。

出典︓令和６年度川崎市都市イメージ調査結果（川崎市）72



第３次かわさき観光振興プラン

7 資料集 -本市の観光の状況-

（25）本市への訪日外国人の消費傾向（令和５年度調査）①

➢ カード利用人数が43%の増加に対して利用単価は17％の減少となり、滞在期間の短さも課題とされた。

出典︓「外国人観光客動態分析業務委託」に関する調査分析報告書（川崎市）73



第３次かわさき観光振興プラン

7 資料集 -本市の観光の状況-

単一区のみ・単一業種のみの利用が最も多く、市内周遊は限定的であることがわかった。

（26）本市への訪日外国人の消費傾向（令和５年度調査）②

出典︓「外国人観光客動態分析業務委託」に関する調査分析報告書（川崎市）74



第３次かわさき観光振興プラン

7 資料集 -本市の観光の状況-

アメリカ・オーストラリア・イギリスについては宿泊の利用単価が減少しており、長期滞在需要を取りこぼしている可能性がある。

（27）本市への訪日外国人の消費傾向（令和５年度調査）③

出典︓「外国人観光客動態分析業務委託」に関する調査分析報告書（川崎市）75



第３次かわさき観光振興プラン

7 資料集 -本市の観光の状況-

※最新データは2021年であるが新型コロナウイルスの緊急事態宣言等の期間であったことから、コロナ以前直近の2016年データを参照

（28）川崎市における宿泊業・飲食サービス業等の労働生産性(平成28(2016)年)

➢ 観光において主な消費先となることが見込まれる「宿泊業・飲食サービス業」については、全国の傾向と同様、本市においても産業別
で最も労働生産性が低くなっている。

出典︓ 地域経済分析システムRESASウェブサイト（経済センサス）76



第３次かわさき観光振興プラン

7 資料集 -本市の観光の状況-

（29）川崎市の旅館業法に基づく許可施設（令和７年８月末時点）

➢ 本市全体の旅館業法に基づく許可施設は、112施設・6,948室（令和7年８月末時点）となっている。

出典︓ 川崎市環境衛生関係営業に関する情報（オープンデータ）

施設数

１１２
室数

６,９４８
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第３次かわさき観光振興プラン

7 資料集 -本市の観光の状況-

（30）かわさき市民アンケートについて① （令和７年度）

➢ 令和７年度に実施したかわさき市民アンケートでは、インターネットモニター調査により、1500票の回答を得た。

調査概要

件名 令和７年度かわさき市民アンケート 第１回アンケート

調査対象 川崎市在住の満18歳以上の個人

調査方法 インターネット調査

標本抽出 インターネットモニター登録者から抽出

標本数 1,500標本回収まで

有効回収数 1,500

調査期間 令和７年８月22日〜同年９月５日
※表中の「百分率」は小数点第２位を四捨五入しているため、数値の合計が100にならない場合や、複数の項目の

数値の合計が本文中の数値と一致しない場合がある。
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7 資料集 -本市の観光の状況-

（31）かわさき市民アンケートについて② （令和７年度）

➢ 市民がほかの人におススメしたい観光資源としては、高い順に「よみうりランド」「川崎市 藤子・F・不二雄ミュージアム」「川崎大
師平間寺」であった。
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7 資料集 -本市の観光の状況-

（32）かわさき市民アンケートについて③ （令和７年度）

➢ 市民が友人・知人などに一番おススメしたい川崎の魅力としては、「都心や横浜などの周辺地域へのアクセスに優れた拠点としての魅
力」が最も高かった。
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の周辺地域への
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の商業環境
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7 資料集 -本市の観光の状況-

（33）かわさき市民アンケートについて④ （令和７年度）

➢ 川崎への国内からの観光客については、約60%の人から「大幅に増えてほしい」・「多少増えてほしい」との回答がなされた。
➢ 川崎への海外からの観光客については、約40%の人から「大幅に増えてほしい」・「多少増えてほしい」との回答がなされた。

12.1

47.9

29.3

10.8

川崎に国内からの観光客が増えることは

（％）

大幅に増えてほしい 多少増えてほしい
あまり増えてほしくない 全く増えてほしくない

6.3

34.0
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21.7

川崎に海外からの観光客が増えることは

（％）

大幅に増えてほしい 多少増えてほしい

あまり増えてほしくない 全く増えてほしくない
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7 資料集 -本市の観光の状況-

（34）かわさき市民アンケートについて⑤ （令和７年度）

➢ 川崎の観光が盛り上がることについて、「市外・国外からの川崎の認知向上・イメージアップにつながる」は、計71.5%の人からポジ
ティブな回答がなされた。
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